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議会の新体制決定！�議会の新体制決定！�議会の新体制決定！�
10
月
3
日
、
町
議
会
議
員
改

選
後
初
の
議
会
を
開
き
、
議
長

に
福
井
昌
司
議
員
、
副
議
長
に

池
上
哲
男
議
員
を
選
任
。

そ
の
後
、常
任
委
員
会
委
員
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
特
別

委
員
会
委
員
等
を
選
任
し
、
議

会
の
新
体
制
が
決
定
し
た
。

議長に福井  昌司�
副議長に池上  哲男を選任�
住民福祉の向上と町発展のため、�
　　　　　　　最善の努力を尽くします。�

議　長

福井 昌司（3期目）
副議長、産業建設常任委
員長などを歴任

副議長

池上 哲男（4期目）
監査委員、議会広報特別
委員長などを歴任

●
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第
　
回
336

9
月
定
例
会

第
3
3
6
回
定
例
会
を
8
月
28
日
か
ら

9
月
5
日
ま
で
開
会
し
、
人
事
案
件
1
件
、

補
正
予
算
4
件
、
決
算
認
定
1
件
、
条
例

改
正
2
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結

果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
・

認
定
し
た
。

町道民田4号線落石防止工事4134万円�町道民田4号線落石防止工事4134万円�町道民田4号線落石防止工事4134万円�
一般会計補正予算�一般会計補正予算�一般会計補正予算�

教
育
委
員
の
選
任
に
同
意

山
田
惠
美
子
さ
ん
の
選
任
に

同
意
。

任
期
は
23
年
9
月
30
日
ま
で
。

18
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

を
認
定
。（

詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て郵

政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

人
事
案
件

決
算
認
定

条
例
改
正

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

用
語
整
理
等
を
す
る
も
の
。

（
主
な
改
正
点
）

・
「
郵
便
貯
金
」「
金
銭
信

託
」
の
文
言
を
削
除
。

・
「
証
券
取
引
法
」
を
「
金

融
商
品
取
引
法
」
に
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

関
連
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

用
語
整
理
等
を
す
る
も
の
。

議　案　名�

・水道事業会計決算�

・政治倫理の確立のための�
　町長の資産等の公開に関�
　する条例の一部改正�

・道路占用料徴収条例の�
　一部改正�

付託委員会�

総務企画�
常任委員会�

企業会計�
決算特別委員会�

建設環境�
常任委員会�

審議結果�

可決�
（賛成16：　�
　　反対１）�

可決�
（全会一致）�

可決�
（全会一致）�

会　　計� 補　正　額� 補正後の総額�

一 般 会 計 � 2億3141万1千円 増額� 89億41万1千円�

国民健康保険� 1531万8千円 増額� 21億9325万円�

介 護 保 険 � 5329万4千円 増額� 14億421万7千円�

老 人 保 健 � 110万3千円 増額� 20億451万1千円�

会計別の補正額�

特 

別 

会 

計�

民田での落石現場



18
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
別
委
員
会
へ
付
託

（
＝
審
査
・
調
査
等
の
依
頼
）

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
委
員

会
で
は
、
議
会
閉
会
中
も
会
計

決
算
に
お
け
る
行
政
効
果
や
決

算
の
適
正
に
つ
い
て
継
続
審
査

す
る
こ
と
と
し
た
。

町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
本
町
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
次
の
５
名
に
つ
い
て
、
猪

名
川
町
自
治
功
労
者
処
遇
規
程

（
町
議
会
議
員
を
12
年
以
上
勤

め
た
も
の
）
に
基
づ
い
て
町
長

か
ら
の
推
薦
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

¡
切
通
明
男
さ
ん

（
議
員
歴
　
昭
和
58
年
10
月
〜

平
成
19
年
９
月
・
24
年
）

¡

山
口
　
昌
さ
ん

（
議
員
歴
　
昭
和
60
年
11
月
〜

平
成
19
年
９
月
・
21
年
11
カ
月
）

¡

福
本
典
子
さ
ん

（
議
員
歴
　
昭
和
62
年
10
月
〜
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第
　
回
337 10月臨時会

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
の
改

選
後
初
の
議
会
を
10
月
3
日
・
4
日
の

両
日
に
開
会
し
た
。
議
案
の
審
議
等
に

先
立
ち
、
指
名
推
選
に
よ
り
、
議
長
に

福
井
昌
司
議
員
、
副
議
長
に
池
上
哲
男

議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
ま
た
、

監
査
委
員
に
中
島
孝
雄
議
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
ほ
か
、
常
任
委
員

会
・
議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
正
・
副
委
員
長
の
選
任

を
は
じ
め
、
議
会
閉
会
中
の
調
査
事
項

等
を
決
め
た
。

会
計
決
算
の
認
定
は

特
別
委
員
会
で
審
査

自
治
功
労
者
を
承
認

平
成
19
年
９
月
・
20
年
）

¡

山
x
福
市
さ
ん

（
議
員
歴
　
平
成
３
年
10
月
〜

19
年
９
月
・
16
年
）

¡

関
口
功
男
さ
ん

（
議
員
歴
　
平
成
７
年
10
月
〜

19
年
９
月
・
12
年
）

議会事務局� 総務課長�

総務部長�

町 長 �

教育部長�

教育長�消防長�

生活部長�

副町長�

建設部長�

4�
安井和広�

3�
合田共行�

5�
石井洋二�

6�
尾川悦子�

16�
福田長治�

15�
下坊辰雄�

7�
西谷八郎治�

議会�
事務局長�

14�
南　初男�

8�
新賀　保�

13�
中島孝雄�

2�
久保宗一�

1�
仁部壽夫�

9�
福井昌司�

10�
池上哲男�

12�
道上善崇�

11�
福井澄榮�

傍　聴　席�

傍聴席側から見た議場配置図�

演壇�

演壇�

議 長 �

16人の新たな議員
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水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定�

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定�

企
業
会
計
決
算�

9
月
3
日
、委
員
会
を
開
会
。

「
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
」
の
付
託
議
案
を
審
査
し
、

賛
成
多
数（
賛
成
7
・
反
対
1
）

で
認
定
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

Q

鉛
管
対
策
工
事
の
現
状
は
。

A

日
生
団
地
は
終
了
し
た
。

19
年
度
は
木
津
以
北
地
域
、
20

年
度
に
木
津
以
南
を
実
施
し
、

完
了
予
定
で
あ
る
。

Q

基
金
運
用
の
考
え
方
は
。

A

基
金
運
用
に
よ
り
水
道
料

金
の
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
。

40
％
程
度
が
地
方
債
、国
債
。

残
り
の
約
50
％
が
外
国
債
券
で

運
用
し
て
い
る
。
有
利
で
安
全

な
運
用
を
心
が
け
て
い
る
。

Q

漏
水
箇
所
の
件
数
は
。
ま

た
、
水
道
庁
舎
の
必
要
性
は
。

A

年
間
1
0
5
件
の
漏
水
が

発
生
し
た
。
主
な
要
因
は
、
鉛

管
の
漏
水
や
ビ
ニ
ー
ル
管
の
破

裂
で
あ
る
。
水
道
庁
舎
は
、
中

央
管
理
所
機
能
を
持
た
せ
、
水

の
安
定
供
給
を
大
前
提
と
し
て

建
設
し
た
。
集
中
管
理
す
る
こ

と
で
、
職
員
や
委
託
業
務
の
費

用
等
が
削
減
で
き
る
。

Q

水
道
管
の
老
朽
化
の
状
況

は
。

A

配
水
管
の
主
な
材
料
は
ビ

ニ
ー
ル
管
と
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
で
あ
る
。
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
の
耐
用
年
数
は
約
50
年
程
度

で
あ
り
、
あ
と
20
年
あ
る
が
、

道
路
舗
装
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、

ビ
ニ
ー
ル
管
の
取
り
替
え
な
ど

を
し
て
い
き
た
い
。

Q

１８
年
度
か
ら
料
金
徴
収
の

民
間
委
託
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
料
金
支
払
い
を
可

能
と
し
た
が
、効
果
は
あ
る
か
。

A

外
部
委
託
は
、
月
に
11
日

間
の
徴
収
契
約
を
し
て
い
る
が
、

年
間
3
4
0
万
円
程
度
の
契
約

額
に
対
し
て
、
9
6
0
万
円
の

徴
収
を
し
て
い
る
。
滞
納
の
状

況
は
17
年
度
よ
り
改
善
し
て
い

る
。
住
民
が
払
い
や
す
い
体
制

を
つ
く
り
、
滞
納
を
減
ら
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

総 務 企 画�
8 月29日、委員会を開会。「政治倫

理の確立のための町長の資産等の公開

に関する条例の一部改正について」の

付託議案を審査し、全会一致で可決した。

建 設 環 境 �

8 月30日、委員会を開会。「道路占

用料徴収条例の一部改正について」の

付託議案を審査し、全会一致で可決した。

水
道
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
断

固
反
対
し
て
き
た
。
多
額
の
基
金

を
取
り
崩
し
、
借
金
を
す
る
の
で

反
対
す
る
。

経
営
成
績
も
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
施
設
管
理
に
お

い
て
も
一
元
化
な
ど
経
営
の
効
率

化
に
努
め
て
い
る
。

討      

論�

特� 委�員�会�別�



6人が町の考えを問う
定例会第2日（9月5日）に6人の議員が町政全般に
わたって質問しました。
質問項目は下記のとおりです。
主な質問内容を8～10ページに掲載しています。

時 巖 議員

・医療体制について

・災害時の負傷者の処置について

・不登校児及びその取扱いについて

関口功男 議員

・歴史街道について

山 福市 議員

・少子高齢社会のまちづくり施策を問う

池上哲男 議員

・町の予算編成のスタンスを問う

下坊辰雄 議員

・国民健康保険税について

・合併浄化槽設置について

福井澄榮 議員

・県立病院の誘致を広域で取り組むように

・24時間体制で介護福祉士の派遣を

・障害者・児が描いた絵のカルタの販売を

――第125号 平成19年（2007年）11月16日―⑦



ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

第125号 平成19年（2007年）11月16日―― ⑧―

問
　
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
影

響
と
し
て
、
地
域
医
療
の
格
差

が
拡
大
し
、
中
・
小
病
院
の
縮

小
、
閉
鎖
等
が
続
き
、
地
域
医

療
の
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

住
民
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
い
ち
早
く
本
町
に
か

な
う
、
可
能
な
地
域
医
療
体
制

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
が
、
現

状
を
見
る
限
り
不
安
を
い
だ
か

ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
近
隣
の
病
院
を
地
域

医
療
・
在
宅
医
療
の
中
核
と
し

て
支
援
し
、
住
民
が
安
心
で
き

る
医
療
体
制
を
早
急
に
構
築
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
現
時
点
の

考
え
は
。

町
長

住
民
が
安
心
し
て
住
む

た
め
に
、
家
で
も
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
理
想

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
医
療

環
境
は
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。

し
か
し
、
医
療
機
関
の
整
備

を
本
町
が
主
体
的
に
行
う
こ
と

は
無
理
な
の
で
、
県
の
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
く
と
と
も
に

支
援
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
近
隣
市
町
と
連
携
す

る
と
同
時
に
、
健
康
へ
の
自
己

管
理
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
つ

つ
、
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の

整
備
に
努
め
る
。

近隣の病院

時P 巖議員

Ｑ 住民が安心できる地域医療体制は
Ａ 安心できる医療体制の整備に努める

問
　
①
歴
史
街
道
整
備
計
画

は
、
継
続
的
な
町
の
将
来
を
か

け
た
長
期
計
画
と
す
べ
き
で
は
。

②
「
悠
久
の
館
」
は
歴
史
・
文

化
の
発
信
場
所
と
な
る
べ
く
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ト

イ
レ
の
整
備
は
。
展
示
物
の
管

理
は
。
③
歴
史
街
道
の
担
当
課

は
。
連
携
は
密
で
あ
る
の
か
。

島
根
県
大
田
市
石
見
銀
山
課
な

ど
が
あ
る
が
、
本
町
に
も
総
合

的
な
担
当
課
を
設
置
し
て
は
。

④
町
内
の
案
内
看
板
の
形
体
・

形
式
・
色
を
統
一
し
、
内
容
も

再
吟
味
し
て
設
置
し
直
す
べ
き
。

マ
ッ
プ
な
ど
も
担
当
課
別
で
な

く
、
町
と
し
て
総
合
的
に
充
実

し
た
物
を
。

総
務
部
長

①
歴
史
街
道
の
整

備
は
完
了
し
た
が
、
利
用
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
的

に
進
め
る
。
②
休
憩
・
案
内
施

設
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

多
田
銀
銅
山
遺
跡
の
本
格
的
調

査
の
た
め
の
前
進
基
地
と
し
た

い
。
屋
外
の
ト
イ
レ
の
改
善
は

検
討
す
る
。
展
示
物
の
管
理
は

慎
重
に
し
、
個
人
所
有
物
の
寄

託
も
依
頼
す
る
。
③
担
当
課
は

企
画
財
政
課
な
ど
５
課
に
わ
た

っ
て
い
る
が
、
連
携
を
さ
ら
に

密
に
し
、
統
一
の
と
れ
た
組
織

づ
く
り
を
目
指
す
。
④
観
光
案

内
や
啓
発
物
の
整
理
を
行
い
、

充
実
に
努
め
る
。

関口　功男議員

Ｑ
歴
史
街
道
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

Ａ
整
備
は
完
了
し
た
が
継
続
的
に
取
り
組
む

４月にオープンした「悠久の館」（銀山）



問
　
現
在
の
人
口
増
加
状
況
は

将
来
に
ま
で
約
束
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
少
子
高
齢
社
会
の

ま
ち
づ
く
り
施
策
は
。

総
務
部
長

自
治
体
の
財
政
的

自
立
、
住
民
の
行
政
へ
の
協
働

参
画
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
、

将
来
人
口
の
予
測
、
社
会
経
済

情
勢
を
把
握
し
つ
つ
、
自
然
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

問
　
「
道
の
駅
い
な
が
わ
」
の

機
能
の
充
実
を
。

建
設
部
長

町
の
中
核
施
設
の

「
道
の
駅
い
な
が
わ
」
は
農
家

で
栽
培
し
た
農
産
物
を
販
売
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
利
用
客
は

約
61
万
人
、
総
売
上
げ
額
も
4

億
円
で
本
町
の
農
業
や
観
光
の

振
興
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
年

々
栽
培
技
術
も
向
上
し
て
お
り
、

機
能
充
実
に
町
も
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い

て
総
合
的
な
考
え
を
問
う
。

町
長

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
高

齢
化
が
一
気
に
到
来
す
る
と
い

う
事
は
避
け
が
た
い
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
が
大
事
で
あ
り
、
行
政
も
住

民
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
共
有

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
事
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
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山P 福市議員

Ｑ
少
子
高
齢
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
問
う

Ａ
住
民
と
共
有
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

多くの人が訪れる「道の駅いながわ」

問
　
「
歴
史
街
道
」
や
「
ふ
れ

あ
い
の
径
」を
建
設
す
る
一
方
、

国
が
障
害
者
自
立
支
援
法
や
母

子
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
を
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
町

と
し
て
障
害
者
や
母
子（
父
子
）

家
庭
を
支
援
し
て
き
た
福
祉
金

を
半
分
に
削
っ
た
。
ま
た
、
昨

年
の
予
算
委
員
会
で
「
保
育
料

の
見
直
し
を
１８
年
度
に
行
う
」

と
明
言
し
た
が
、
そ
れ
も
見
送

っ
た
。
町
総
合
計
画
に
も
当
初

か
ら
「
保
育
料
負
担
の
軽
減
」

「
介
護
を
利
用
す
る
人
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
」

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
指

針
は
国
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、

責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
先
送
り
し
な
が

ら
、
計
画
当
初
に
は
な
か
っ
た

二
つ
の
道
が
建
設
さ
れ
た
が
、

利
用
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の

道
は
住
民
が
切
望
し
た
も
の
か
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
優
先

順
位
は
。

総
務
部
長

総
合
計
画
で
掲
げ

て
い
る
福
祉
の
目
標
は
国
の
制

度
の
動
向
に
よ
っ
て
は
柔
軟
に

対
応
し
た
い
。
福
祉
関
係
の
予

算
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。
福

祉
・
教
育
だ
け
が
町
の
政
策
と

は
思
っ
て
お
ら
ず
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
中
で
優
先
順
位
を
つ

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

３月に開通した歴史街道（木津）

池上　哲男議員

Ｑ 予算編成にあたっての優先順位は
Ａ 全体のバランスの中で取り組みたい
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問
　
国
あ
げ
て
道
路
、
箱
モ
ノ

を
優
先
し
て
い
る
た
め
つ
け
が

国
民
に
ま
わ
っ
て
お
り
、
医
療

難
民
が
出
て
き
て
い
る
。
奈
良

で
も
、
た
ら
い
ま
わ
し
に
さ
れ

た
妊
婦
が
流
産
し
て
い
る
。
川

西
市
に
県
立
病
院
誘
致
の
市
長

の
公
約
を
聞
い
た
が
。
三
次
救

急
が
併
設
さ
れ
な
い
の
な
ら
単

独
で
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。

生
活
部
長

県
立
病
院
を
誘
致

す
る
と
い
う
市
長
の
公
約
は
把

握
し
て
い
な
い
。
医
療
は
重
要

で
あ
る
が
、
現
実
を
見
据
え
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
次
救
急
は
兵
庫
医
科
大
学
が

対
応
し
て
い
る
。

問
　
介
護
難
民
も
出
て
き
て
お

り
悲
惨
な
状
況
で
あ
る
。
夜
間

の
介
護
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
２４

時
間
常
勤
の
介
護
福
祉
士
の
派

遣
を
。

生
活
部
長

夜
間
介
護
の
申
込

み
を
す
れ
ば
町
内
三
つ
の
事
業

所
が
対
応
し
て
い
る
。

問
　
町
の
歴
史
、
風
景
等
を
詠

ん
だ
俳
句
を
公
募
し
、
そ
れ
に

障
害
者
・
児
が
絵
を
描
い
て
カ

ル
タ
を
作
成
し
、
道
の
駅
等
で

販
売
し
て
は
。

生
活
部
長

ご
本
人
・
団
体
に

委
ね
て
い
き
た
い
。

福井　澄榮議員

Ｑ
県
立
病
院
（
三
次
）
を
広
域
で
誘
致
せ
よ

Ａ
兵
庫
医
科
大
学
で
三
次
救
急
対
応
し
て
い
る

消
防
本
部
か
ら
出
動
す
る
救
急
車

問
　
今
日
の
社
会
情
勢
は
、
大

変
き
び
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

相
次
ぐ
増
税
に
よ
り
、
生
活
は

大
変
。
せ
め
て
国
保
税
一
律
１

万
円
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

生
活
部
長

住
民
一
人
当
た
り

1
万
円
の
引
き
下
げ
は
、
世
帯

で
あ
れ
ば
4
5
0
0
万
円
、
被

保
険
者
数
で
あ
れ
ば
8
千
万
円

以
上
の
財
源
が
必
要
。
現
下
の

医
療
費
の
推
移
の
な
か
で
は
、

極
め
て
困
難
で
あ
り
、
医
療
制

度
改
革
の
中
で
、
20
年
4
月
か

ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
本

年
度
中
に
現
行
の
国
保
税
の
枠

組
み
、
税
率
の
根
本
的
な
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
国
保
税
滞
納
者
と
し
て
資

格
証
明
者
・
短
期
保
険
者
数
は
。

生
活
部
長

資
格
証
明
書
は
42

件
・
短
期
被
保
険
者
証
は
1
6

0
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
合
併
浄
化
槽
の
維
持
管
理

体
制
が
変
わ
り
、
町
が
管
理
運

営
を
す
る
が
、
そ
の
後
、
浄
化

槽
の
設
置
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長

18
年
度
か
ら
管
理

体
制
が
変
わ
り
、
組
合
員
数
は

1
2
6
人
で
あ
り
、
元
年
か
ら

18
年
ま
で
の
設
置
は
1
4
7
基

で
あ
る
。

合併浄化槽設置工事

下坊　辰雄議員

Ｑ 国保税の一律１万円の引き下げを
Ａ 現下では極めて困難

「三次救急」
一般病院で治療の出来ない重症救急患者に対応
する救命救急センター等の医療施設のこと。
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お 知 ら せ�お 知 ら せ�

ダ
　
ン
　
ス

猪
名
川
小
学
校
三
年
　
高た
か

須す

は
る
か

う
ん
ど
う
会
で
ダ
ン
ス
を
す
る
よ
。
フ
ー
プ
を
使
っ
て
お
ど
る

ん
だ
。
黄
色
に
赤
や
白
に
青
。
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る
ん
だ
よ
。
み

ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
う
ん
ど
う
会
の
れ

ん
し
ゅ
う
。
Ｖブ

イ

字
バ
ラ
ン
ス
、
な
わ
と

び
、
フ
ラ
フ
ー
プ
回
し
。
み
ん
な
と
っ

て
も
と
っ
て
も
た
の
し
い
よ
。

未
確
認
飛
行
物
体大

島
小
学
校
五
年
　
中
元

な
か
も
と

航
平

こ
う
へ
い

家
だ
っ
て

動
か
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

家
具
の
全
て
が
そ
ろ
っ
た
家
が

真
夜
中
に
少
し
ず
つ
歩
き
だ
し
て

歩
い
て
、
歩
い
て
、
ま
た
ま
た
歩
い
て

人
が
通
れ
ば
、
と
ま
っ
て
、
と
ま
っ
て

そ
し
て
、
家
も
、
物
も
、

も
っ
て
い
な
い
、
さ
び
し
い
男
の
人
に
、

そ
の
家
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
男
の
人
は
、

し
あ
わ
せ
に
く
ら
し
た
。

あなたも
議会・委員会を傍聴しませんか
議会では、身近な問題等を議論しています。
まちづくりを一緒に考えてみませんか。
傍聴の手続きは簡単で、当日、事務局で受

付簿に住所・氏名を記入していただくだけで
傍聴できます。
（本会議20名、委員会10名まで）

議長交際費の閲覧
閲覧内容は、支払日・支払目的・金額など

で、相手先については原則公開ですが、個人
情報を含む部分は非公開となります。
4月分以降を3カ月毎にまとめ、最終月の

翌月末に閲覧できます。
閲覧を希望される方は、議会事務局で閲覧

受付簿に必要事項を記入していただければ閲
覧できます。

定例会の日程（予定）
※12月定例会 12月11日～25日
※ 3 月定例会 20年 2 月25日～ 3 月26日
議事の都合により変更することがあります。
日程については、ホームページでもご覧い

ただけます。

（訂正） 第124号の3月定例会の日程に誤
りがありました。お詫びして訂正いたします。
「19年」を「20年」に。

会議録の閲覧
本会議・委員会の会議録は、役場議会事務

局・図書館・日生連絡所・六瀬連絡所で閲覧
できます。
また、ホームページからも一部の会議録を

ご覧になれます。

●お問い合わせは、議会事務局へ
（1766－8710）
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